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化成品原料としての森林バイオマスの利用と

それに向けた成分分離技術
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研究の背景

研究の成果 ②

 

糖化・変換技術
・濃硫酸法
・前処理－酵素糖化法
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キシロースなど

低分子フェノール類
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化石資源

様々な化成品やエネルギー
ポリマー原料 塗料や接着剤
潤滑油 溶剤

医薬品 ・・・

植物バイオマス

デンプン系 セルロース系

バイオリファイナリー•資源の枯渇
•地球温暖化対策

食糧問題

化石資源由来の合成高分子の
実に95％が木材から製造可能!!

①

 

複雑に絡み合った木材成分をいかにして

 

分離するのか？（成分分離技術）
②

 

各成分をその構成単位にまでいかにして

 

細かくするのか？（糖化・変換技術）

その実現に向けた技術的課題とは・・・

バイオエタノール・・・
代替エネルギー源として
最も注目を集めています

様々な化成品やエネルギーへ，それぞれ別々の変換プロセスの構築を目指します

分解物が混在しており，
様々な化成品やエネルギーに

 

変換するには不十分なプロセス
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成分分離技術


